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主な内容

● 大雨災害に伴う社協の対応
● ふれあい ささえ合い 笑顔が
　 いっぱいの地域活動
● 事業所からこんにちは
● 高齢者生きがい活動支援通所
　 事業紹介
● 生活相談所日程
● ぼらぼら通信
● 支部活動紹介
● 市民の声
● 防災まっぷ作成事業全体研修会
　 報告
● ご寄附の紹介
● 第３回社会福祉大会
● むすび丸ピンバッチ募金
● 栗原市みみサポサロンのご案内
● みんな集おうダンス交流会
● 福祉のひろば

● 編集と発行 ●  社会福祉法人栗原市社会福祉協議会 〒987-2252 栗原市築館薬師三丁目6-2　TEL 0228-23-8070  FAX 0228-22-6012

この広報誌は、みなさんの会費と共同募金配分金により発行しております

支え合いに感謝！！
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■ 栗原市社協だより　第63号

　

９
月
10
日（
木
）か
ら
11
日（
金
）未
明
に

か
け
て
大
雨
に
よ
り
市
内
各
地
区
に
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。

　

被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
々
に
は
、
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

発
災
当
日
、
本
会
で
は
職
員
を
招
集

し
、
各
事
業
所
施
設
の
確
認
、
高
齢
者
生

き
が
い
活
動
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
中

止
、
介
護
保
険
事
業
所
等
の
運
営
の
確
認
、

避
難
所
開
設
状
況
確
認
と
そ
の
役
割
確
認
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
立
ち
上
げ
に
つ

い
て
協
議
い
た
し
ま
し
た
。

　

13
時
30
分
、
栗
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
被
害
状
況
の

把
握
と
と
も
に
、
支
援
ニ
ー
ズ
の
調
査
に

努
め
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は

設
置
せ
ず
、
栗
原
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
で
対
応
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま

し
た
。

　

調
査
を
進
め
て
い
く
中
で
、
地
区
社
協

（
行
政
区
内
）で
自
助
、
共
助
活
動
に
よ
る

協
働
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
改
め
て
、
日
頃

の
地
域
福
祉
活
動
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し

た
。

　

栗
原
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
登

録
い
た
だ
い
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
並
び

に
市
内
の
協
力
申
し
出
団
体
等
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
ニ
ー
ズ
解
決
を
行
う
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。

　

支
援
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
当
初
、
居

住
で
あ
る
こ
と
と
し
、
家
財
・
畳
の
運
び

だ
し
、
拭
き
掃
除
等
、
発
災
当
日
か
ら
す

ぐ
に
鶯
沢
地
区
へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
を

行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
被
災
物
の
集
積
所
ま
で
の
運

び
だ
し
と
集
積
所
で
の
荷
卸
し
や
物
置
等

の
片
付
け
等
の
ニ
ー
ズ
が
寄
せ
ら
れ
、
協

議
し
た
結
果
、
一
人
暮
ら
し
・
高
齢
者
・

女
性
世
帯
で
支
援
が
手
薄
な
世
帯
を
中
心

に
派
遣
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

　

発
災
よ
り
三
週
間
が
経
過
し
、
そ
の
後

の
状
況
把
握
の
た
め
、
10
月
４
日（
日
）～

７
日（
水
）に
か
け
て
、
被
害
を
受
け
ら
れ

た
お
宅
を
訪
問
し
、
再
ニ
ー
ズ
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
た
に
「
鶯
沢
支
援
グ
ル
ー
プ

２
番
」
と
い
う
技
術
系
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
に
も
登
録
い
た
だ
き
、
こ
れ
ま
で
社

協
で
は
対
応
し
な
か
っ
た
部
分
の
ニ
ー
ズ

に
対
し
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
広
報
く
り
は
ら
10
月
号
か
ら
）

　

・
床
上
浸
水　

98
棟

　

・
床
下
浸
水　

２
４
９
棟

　

・
対
応
件
数　

48
件

　

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数　

４
０
７
名

　

10
月
31
日
を
も
っ
て
、
被
災
等
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
派
遣
は
終
了
い
た
し
ま
す
。

　

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
相
談
は
受
け
付
け
ま
す
の
で
、

ご
相
談
下
さ
い
。

（
地
域
福
祉
課
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

23
―

８
０
８
７
）

　

「
お
父
さ
ん
！　

後
片
付
が
終
わ
っ

た
よ
」
と
、
そ
う
仏
前
に
報
告
し
ま
し

た
。

　

夫
が
逝
っ
て
ま
だ
日
も
浅
く
、
心
の

傷
も
癒
え
ぬ
ま
ま
、
９
月
11
日
、
あ
の

悪
夢
が
私
の
住
む
集
落
を
襲
い
大
水
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
前
日
ま
で
関
東

地
方
の
ニ
ュ
ー
ス
に
く
ぎ
付
け
だ
っ
た

自
分
。
ま
さ
か
、
と
目
を
田
ん
ぼ
へ
追

い
や
る
と
、
泥
水
の
海
に
変
身
、
み
る

み
る
間
に
、
二
迫
川
の
堤
防
が
幅
10
メ

ー
ト
ル
ほ
ど
決
壊
し
、
そ
れ
か
ら
床
上
、

床
下
浸
水
の
状
況
が
耳
に
届
い
た
。
以

前
に
も
何
回
も
被
害
を
被
っ
た
け
ど
、

こ
れ
程
ま
で
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

も
う
二
週
間
が
過
ぎ
た
。
私
は
一
生

懸
命
後
片
付
け
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
栗

原
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
こ
の
欄
を
お
借
り

し
て　
“あ
り
が
と
う
”の
心
を
届
け
た
い

と
思
い
書
き
ま
し
た
。

　

水
害
で
汚
れ
た
家
財
道
具
、
衣
類
、

畳
等
々
、
一
人
で
は
何
も
出
来
ず
途

方
に
暮
れ
て
い
た
矢
先
、　
“
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
さ
ん
”
し
か
い
な
い
こ
と
に
気
づ

き
、
栗
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
願

い
し
ま
し
た
。
一
つ
返
事
で
連
絡
を
い

た
だ
き
、
９
月
13
日
、
作
業
開
始
。「
若

い
力
っ
て
い
い
な
ぁ
。
一
人
よ
り
二

人
、
数
十
人
」と
、
気
持
ち
よ
く
片
付
く
。

言
葉
で
は
言
い
尽
く
せ
ぬ
想
い
で
し
た
。

本
当
に　
“あ
り
が
と
う
”を
今
、
書
け
る

ま
で
元
気
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
災
害
ゴ
ミ
と
化
し
た
数
々

の
大
切
な
財
産
処
理
に
携
わ
っ
て
い
た

だ
い
た
方
々
へ
の
お
礼
を
も
う
一
度
、

　
“あ
り
が
と
う
”の
心
を
書
い
て
、
家
の

周
り
、
そ
れ
か
ら
集
落
も
き
れ
い
に
片

付
き
、
ゴ
ミ
の
無
い
元
通
り
の
家
々
に

な
れ
た
。
環
境
が
戻
っ
た
こ
と
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
、
地
域
一
丸
と
な
っ

て
部
落
を
か
け
ず
り
廻
っ
た
区
長
さ
ん

は
じ
め
多
く
の
皆
さ
ん
に　
“
あ
り
が
と

う
”を
言
わ
せ
て
下
さ
い
。

被
災
者
の
声
　
“あ
り
が
と
う
”を
伝
え
た
い

　
　
　
　
　

  

（
築
館
沖
富
地
区

　
菅
原

　
清
子
）

栗
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
対
応

９
月
11
日 

関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
に
伴
う

東
北
初
の

「
大
雨
特
別
警
報
」発
表

栗
原
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
の
活
動

活
動
内
容
と
件
数
報
告

　
　
　

 　
（
10
月
16
日
現
在
）

災
害
対
策
本
部
設
置

被
災
状
況
の
調
査

再
ニ
ー
ズ
調
査
実
施

再ニーズ調査実施に伴う打合せ会の様子

災
害
対
策
本
部
の
様
子

大
雨
の
被
害
状
況

○

住
家
被
害
に
つ
い
て
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し
あ
わ
せ
な
地
域
づ
く
り
事
業
活
動
費
助
成
を
基
に
、
地

域
の
交
流
を
活
性
さ
せ
た
い
と
活
動
を
始
め
た「
手
づ
く
り

の
輪
」を
紹
介
し
ま
す
。
講
座
を
開
催
す
る
ま
で
に
、
リ
ー

ダ
ー
役
の
方
が
、
各
地
の
道
の
駅
や
様
々
な
作
品
の
催
事
場

を
回
り
得
た
知
識
を
参
考
に
、
研
修
会
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
ま

し
た
。

　

第
１
回
目
は
、
７
月
16
日（
木
）に
フ
ク
ロ
ウ
の
ペ
ン
立
て

製
作
。
第
２
回
目
は
、
８
月
28
日（
金
）に
カ
ゴ
の
製
作
を
行

い
ま
し
た
。

　

今
後
も
多
方
面
か
ら
知
識
を
収
集
し
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
向
上
の
為
に
事
業
を
進
め
て
行
き
た
い
で
す
。

　

年
度
末
に
は
作
品
を
持
ち
寄
っ
て
、
展
示
会
を
開
き
友
好

の
輪
が
大
き
く
な
れ
ば
良
い
な
あ
と
、
は
り
き
っ
て
い
ま
す
。

　

10
月
１
日（
木
）に
築
館
高
齢

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に

「
お
茶
っ
こ
会
」を
開
催
し
ま
し

た
。
地
区
内
高
齢
者
の
方
々
と

役
員
を
含
め
19
名
の
参
加
で
し

た
。
講
師
に「
い
ち
は
さ
ま
紙

芝
居
一
座
」
の
代
表
の
髙
橋
千

賀
子
さ
ん
を
迎
え
、
紙
芝
居
や

軽
体
操
、
お
口
の
体
操
な
ど
１

時
間
に
わ
た
り
、
大
き
な
声
で

笑
っ
た
り
、
歌
っ
た
り
と
大
変

有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。 築

館
　北き

た

町ま
ち

地
区
社
協(

会
長 

戸
田
　恭
子)

志
波
姫
　里さ

と

区
地
区
社
協（
会
長 

山
崎

　チ
キ
ヲ)

金
成 

梨な
し

崎ざ
き

下し
も

沢さ
わ

辺べ

地
区
社
協(

会
長 

菅
原
　隆
志)

花
山
　小あ

ず
き豆

畑ば
た

地
区
社
協　(
会
長 

菅
原

　一
之)

「
お
茶
っ
こ
会
」

「
お
茶
っ
こ
会
」

「
移
動
研
修
会
」

　

７
月
13
日（
月
）、
２
回
目
の
お
茶
っ
こ
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ケ
ア
」聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
で
す
が
、
音

楽
に
合
わ
せ
て
軽
体
操
か
ら
全
身
フ
ル
稼
動
の
汗
ば
む
運
動

で
、
ど
れ
も
必
ず
音
楽
に
合
わ
せ
て
行
い
ま
す
。

　

締し

め
括く

く

り
は
、
ホ
ー
ル
狭
し
と
広
げ
ら
れ
た
布
の
端
々
を

全
員
で
掴つ

か

み
、
そ
の
上
を
大
小
２
個
の
ボ
ー
ル
が
ま
る
で
ダ

ン
ス
を
し
て
い
る
よ
う
に
動
き
回
り
ま
す
。
音
楽
は「
白
鳥

の
湖
」。
う
っ
と
り
見
て
る
と
端
っ
こ
か
ら
転
げ
落
ち
る
ボ

ー
ル
。
落
ち
な
い
よ
う
に
必
死
に
布
を
上
げ
た
り
下
げ
た
り

も
、
腕
の
運
動
に
な
り
ま
す
。
汗
を
流
し
た
後
の
お
茶
っ
こ

の
美
味
し
い
こ
と
。
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

２
度
の
体
験
を
し
た
震
災
の
思
い
を
新
た
に
、
自
分
自

身
・
家
族
と
地
域
の
防
災
を
考
え
る
日
に
し
た
い
と
の
思
い

よ
り
、
南
三
陸
町
歌
津
へ
移
動
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

歌
津
の
髙
橋
才
二
郎
様
の
震
災
の
時
の
大
変
だ
っ
た
体
験

等
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
復
興
が
進
ん
で
い
る

の
は
、
古
く
か
ら
の
風
習
が
受
け
継
が
れ
、
地
域
の
相
互
秩

助
の
仕
組
み
が
残
っ
て
い
る
隣
近
所
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ

っ
た
か
ら
。
こ
の
お
話
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
地
区
内
の
連

携
と
思
い
や
り
を
大
事
に
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を

作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　髙橋千賀子さんの軽妙な語り口に、
参加者みんなが引き込まれました。

「
手
づ
く
り
の
輪
」

「鎮魂の祈りを捧げてきました」

作品の一例

  楽しい活動ですよ！

「ほら～そっちさ行ったよ！」
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芸術の秋 ・スポーツの秋…

デイサービスの秋！

　市民の皆様が抱えている生活上の困りごと、心配
ごとに対応するため、栗原市社協では生活相談所を
開設しています。相談は無料、秘密厳守となってお
りますので、ぜひご利用ください。

困りごと・心配ごとの相談は、生活相談所へ生活相談所へ
たとえば こんな相談！

◆　暮らしや住まいに関すること……
◆　家族に関すること……
◆　福祉に関すること……　　　等々

※栗原市内のどの相談所も利用可能です。※詳しくは、各支所へお問い合わせください。

相 談 所 名 電話番号 開　設　日 開設時間 開　設　場　所

築館生活相談所
（築館支所）

23－8087
７/８(火)　７/22(火)      

８/５(火)　８/19(火)
９:30～11:30

築館高齢者福祉センター
(栗原市築館薬師三丁目6-2）

若柳生活相談所
（若柳支所）

32－3083
７/８(火)　７/22(火)      

８/５(火)　８/19(火)
９:30～11:30

若柳総合支所
(栗原市若柳字川南戸の西4）

栗駒生活相談所
（栗駒支所）

45－2150
７/10(木)　７/24(木)

８/７(木)　８/21(木)
９:30～11:30

栗駒老人憩いの家　シャクナゲ荘
(栗原市栗駒岩ケ崎上小路136）

高清水生活相談所
（高清水支所）

58－3637
７/７(月)           　  
８/４(月)　８/18(月)

９:30～11:30
高清水ほっと館
(栗原市高清水東館34）

一迫生活相談所
（一迫支所）

52－4433
７/11(金)　７/25(金)

８/８(金)　８/22(金)
９:30～11:30

一迫高齢者生活福祉センター
(栗原市一迫真坂字高橋20-1）

瀬峰生活相談所
（瀬峰支所）

59－2322
７/10(木)　７/24(木)

８/７(木)　８/21(木)
９:30～11:30

瀬峰保健センター
(栗原市瀬峰長者原37-2）

鶯沢生活相談所
（鶯沢支所）

55－2834
７/９(水)　７/23(水)

８/６(水)　８/20(水)
９:30～11:30

鶯沢老人福祉センター
(栗原市鶯沢南郷下久保21-1）

金成生活相談所
（金成支所）

42－1248
７/11(金)　７/25(金)

８/８(金)　８/22(金)
９:30～11:30

金成総合支所　やすらぎセンター
(栗原市金成沢辺町沖200）

志波姫生活相談所
（志波姫支所）

22－2713
７/９(水)　７/23(水)

８/６(水)　８/20(水)
９:30～11:30

志波姫老人憩いの家　おもと荘
(栗原市志波姫沼崎原83-1）

花山生活相談所
（花山支所）

56－2028
７/７(月)           　  
８/４(月)　８/18(月)

９:30～11:30
花山湖畔の里
(栗原市花山字本沢百目木18-1）

※栗原市内のどの相談所も利用可能です。※詳しくは、各支所へお問い合わせください。

相 談 所 名 電話番号 開　設　日 開設時間 開　設　場　所

築館生活相談所
（築館支所）

23－8087
11/10(火)　11/24(火)

12/８(火)　12/22(火)
９:30～11:30

築館高齢者福祉センター
(栗原市築館薬師三丁目6-2）

若柳生活相談所
（若柳支所）

32－3083
11/10(火)　11/24(火)

12/８(火)　12/22(火)
９:30～11:30

若柳総合支所
(栗原市若柳字川南戸の西4）

栗駒生活相談所
（栗駒支所）

45－2150
11/12(木)　11/26(木)

12/10(木)　12/24(木)
９:30～11:30

栗駒老人憩いの家　シャクナゲ荘
(栗原市栗駒岩ケ崎上小路136）

高清水生活相談所
（高清水支所）

58－3637
11/９(月)　　　　　
12/７(月)　12/21(月)

９:30～11:30
高清水ほっと館
(栗原市高清水東館34）

一迫生活相談所
（一迫支所）

52－4433
11/13(金)　11/27(金)

12/11(金)　12/25(金)
９:30～11:30

一迫高齢者生活福祉センター
(栗原市一迫真坂字高橋20-1）

瀬峰生活相談所
（瀬峰支所）

59－2322
11/12(木)　11/26(木)

12/10(木)　12/24(木)
９:30～11:30

瀬峰保健センター
(栗原市瀬峰長者原37-2）

鶯沢生活相談所
（鶯沢支所）

55－2834
11/11(水)　11/25(水)

12/９(水)　　　　　
９:30～11:30

鶯沢老人福祉センター
(栗原市鶯沢南郷下久保21-1）

金成生活相談所
（金成支所）

42－1248
11/13(金)　11/27(金)

12/11(金)　12/25(金)
９:30～11:30

金成総合支所　やすらぎセンター
(栗原市金成沢辺町沖200）

志波姫生活相談所
（志波姫支所）

22－2713
11/11(水)　11/25(水)

12/９(水)　　　　　
９:30～11:30

志波姫老人憩いの家　おもと荘
(栗原市志波姫沼崎原83-1）

花山生活相談所
（花山支所）

56－2028
11/９(月)　　　　　
12/７(月)　12/21(月)

９:30～11:30
花山湖畔の里
(栗原市花山字本沢百目木18-1）

困りごと・心配ごとの相談は、生活相談所へ生活相談所へ
たとえば こんな相談！

◆　暮らしや住まいに関すること……
◆　家族に関すること……
◆　福祉に関すること……　　　等々

介 護 保 険 等 事 業 所 名 電話番号 介 護 保 険 等 事 業 所 名 電話番号

築館居宅介護支援事業所(ケアマネジャー） 21-0225 栗原市一迫デイサービスセンター 52-4433

一迫居宅介護支援事業所(ケアマネジャー） 52-4433 栗原市瀬峰デイサービスセンター 59-2322

栗原市社協訪問介護事業所
21-2146

栗原市鶯沢デイサービスセンター 55-2874

栗原市社協居宅介護事業所 栗原市金成デイサービスセンター 42-1154

築館デイサービス「ふれあい」 23-8070 栗原市花山デイサービスセンター（湖畔の里） 56-2028

若柳デイサービス「ひだまりの家」 32-3032 生活介護事業所　はげましホーム 22-8111

栗原市高清水デイサービスセンター 58-3637 共同生活援助事業所　ふきのとう 22-0745

　栗原市社協では生活相談所を開設し生活上の困り
ごと、心配ごとの相談を受け付けております。
　相談は無料、内容は厳守いたしますので、お気軽
にご相談下さい。

※いつでも見学や体験利用もできますのでお気軽にご相談ください。

　初めての陶芸に挑戦しました。なかなか
思うように形が整わずに苦戦しながらも、
個性豊かな世界で一つだけの作品に仕上が
り満足の様子でした。

　高清水地区内を３つの会場に分け、月・
水・金曜日に開所しております。現在の登
録人数は、４０名。秋と言えば…スポーツ
の秋！玉入れゲームで盛り上がっていま
す！いつも元気に和気あいあいと活動して
います。

■高清水 ■栗駒

「今日もたくさん入ったよ！たのしかったね」 「素敵な陶器ができあがりました」

　芸術の秋ですね。一迫デイサービスセン
ターでは毎月１～ 2回利用者様とリハビリ
を兼ねて書道教室を開催しております。玄
関に作品を展示させていただいております
ので、どうぞ、ご覧いただければと思います。
　毎日のレクリエーション・全身運動には
工夫を凝らし、数多くのボランティアさん
の訪問や季節の行事など毎日が楽しいイベ
ント開催中です。
　特にボランティアさんには民謡や踊り、
昔なつかしい地元の民話の紙芝居など、地
域の方とのふれあいの場としても、毎回、
大変喜んでいただいています。
　これからも、楽しんでいただける活動を
計画していきたいと思います。

　９月２３日～９月２５日の３日間、敬老
会を行いました。日替わりで、３団体のボ
ランティアさんが唄や舞踊を披露してくだ
さいました。利用者様も一緒に行えるリズ
ム体操なども交えていただき、皆さん笑顔
で参加していました。
 これからも元気に過ごしていただけるよ
う楽しい行事を行っていきたいと思います。

一迫デイサービスセンター
　５２－４４３３

瀬峰デイサービスセンター
　５９－２３２２

　美人３名による
作品。とても上手
に書けました！

　レクリエーショ
ンで身体を動かし
ますよー。

　伊豆沼のはすま
つり見学に行って
きました。

　
瀬
峰
地
区「
花
峰
流
」。

　
キ
レ
の
あ
る
踊
り
に
、

拍
手
喝
采
！

　
瀬
峰
地
区
「
く
れ
よ
ん
会
」。

　
得
意
の
カ
ラ
オ
ケ
で
利
用

者
の
皆
さ
ん
を
く
ぎ
付
け
に

し
ま
し
た
。

　「
志
波
姫
地
区
芸
術

文
化
協
会
」。

　
唄
と
踊
り
で
た
っ
ぷ

り
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

１日目

２日目

３日目
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水にぬれた畳の運びだし 室内の拭き掃除

被災物の集積所までの運びだし

家財の運びだし

　平成２７年９月１１日発生の関東・東北豪雨災害時の支援については、一人暮らし・高齢者・
女性世帯で支援が手薄な世帯を対象に、栗原市ボランティアセンターに登録している団体等
のご協力を頂きボランティア派遣を行いました。ご協力、ありがとうございました。

　９月９日（水）、栗原市社協花山支所において、平成２７年

度栗原市社協花山支部・地区社協合同研修会を開催しました。

　第１部の研修会では、栗原市社会福祉課 自立相談支援員 

佐々木健悦氏より、今年度から始まった自立相談について、

栗原市の状況をわかりやすくお話しいただきました。

　第２部は、ボランティアグループ民謡うぐいす会の皆さん

の歌と踊り、そして、お茶っこ会でできそうなスコップ三味

線についてご指導いただきました。

　今後の地区社協事業に大変役立てられる研修会でした。

　１０月４日（日）、たくさんの出会いと交流、つながりを深

める場になることを目的に、第３回「わかやなぎ福祉のつど

い」を若柳公民館で開催しました。

　第１部は、若柳小・中学生、迫桜高校生による未来を担う

子ども達の発表に参加者が真剣に耳を傾けました。

　第２部のふれあいコーナーは、若柳よしの幼稚園のダンス

で元気にスタート。特に若柳では「地域で取り組む介護予防

推進事業」を通年に渡り実施し、「ロコモ予防」に取組んでいま

す。今回、地域総出で健康長寿ＮＯ１を目指すことをあらた

めて宣言致しました。　

　１０月６日（火）、グラウンド・ゴルフを通じて交流する機

会を設け、地域課題の共有と地区社協活動の充実を図ること

を目的に、地域歳末支援事業「グラウンド・ゴルフ交流会」を

築館総合運動公園野球場を会場に開催しました。当初７月

２３日に予定されていた事業を雨天の為延期した事業です。

　当日は晴天に恵まれ、２２地区から選手等約１８０名の参

加をいただきました。結果は、八幡町地区が第１位。また、

５位までの表彰とホールインワン賞７名の表彰もあり、おお

いに盛り上がった大会となりました。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
要
請
が
あ
っ
た
の
は
、

14
日
。
一
人
暮
ら
し
の
お
宅
へ
出
向
き
、
玄

関
の
前
に
立
っ
た
瞬
間
息
を
の
み
ま
し
た
。

入
り
口
の
廊
下
は
、
水
を
流
し
た
よ
う
な
水

び
た
し
、
水
気
の
含
ん
だ
衣
類
は
重
く
、
持

ち
上
げ
よ
う
と
す
る
と
段
ボ
ー
ル
の
底
は
抜

け
る
状
態
、
箪
笥
も
水
を
含
み
開
か
な
い
状

態
。
か
つ
て
は
、
大
勢
の
家
族
で
の
生
活
が

想
像
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
の
衣
類
や
家

財
の
数
々
を
大
切
に
保
管
整
理
さ
れ
て
い
た

だ
ろ
う
品
々
が
、
水
を
含
み
残
す
こ
と
は
無

理
だ
ろ
う
と
思
っ
て
も
、「
奥
さ
ん
、
こ
れ
ど

う
し
ま
し
ょ
う
か
」
と
聞
か
ざ
る
を
得
な
い

私
た
ち
。
そ
の
問
い
に
一
瞬
た
め
ら
い
の
表

情
。「
残
し
て
置
け
な
い
っ
ち
ゃ
ね
。
捨
て
て

い
い
で
す
。」
の
言
葉
に
胸
が
痛
み
ま
し
た
。

床
上
50
㎝
を
超
す
水
害
の
爪
あ
と
。
自
然
の

猛
威
の
恐
ろ
し
さ
に
畏
敬
の
思
い
を
抱
い
た

の
は
私
た
ち
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

　

市
内
で
は
、
他
地
区
で
の
被
災
も
報
じ
ら

れ
て
お
り
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
一
日
も
早

く
日
常
生
活
を
取
り
戻
さ
れ
る
こ
と
へ
の
願

い
を
強
く
し
た
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
し
た
。

★☆地域歳末支援事業「グラウンド・ゴルフ交流大会」☆★

★☆★☆「第３回わかやなぎ福祉のつどい」☆★☆★

★☆★☆花山支部・地区社協合同研修会☆★☆★

築館支部

若柳支部

花山支部

「
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
法
制
度
概
要
」に
つ

い
て
、
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。

民
謡
う
ぐ
い
す
会
の

皆
さ
ん
の
歌
と
踊
り

「ロコモ体操」を参加者総動員で！

八幡町地区の皆さん、おめでとうございます。

Aコート・Bコート、６ホールでの熱戦！

栗原中央病院の副病院長　石田健司
先生の指導を受け、ロコモ度を判定

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
　
築
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
友
の
会

会
長　

千
葉　

照
子

・栗原青年会議所
・東北職業能力開発大学校
・くりこま自然学校
・高清水ボランティア連絡協議会 
・瀬峰ボランティア連絡協議会 
・志波姫ボランティア連絡協議会
・個人ボランティア　
・鶯沢支援グループ２番

ご協力頂いた団体

・東北福祉大学 
・Azuma-re（あずまーれ）  
・築館ボランティア友の会
・一迫ボランティア連絡協議会
・鶯沢ボランティア友の会　
・花山ボランティア連絡協議会
・栗原市社協職員親睦会
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今
年
は
昭
和
か
ら
90
年
、
戦
後
70
年
、
栗
原
市
が

誕
生
し
て
10
年
と
節
目
の
年
を
迎
え
、
80
歳
以
上
の

高
齢
者
の
方
が
全
国
で
初
め
て
１
千
万
人
を
越
し
、

私
も
含
め
団
塊
世
代
と
呼
ば
れ
る
方
が
全
て
65
歳
以

上
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

　

栗
原
市
は
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
掛
か
ら
ず
、
急

速
な
少
子
化
が
進
む
と
共
に
高
齢
化
率
が
34
％
を
越

え
、
益
々
地
域
福
祉
へ
の
需
要
が
高
ま
り
、
そ
れ
を

支
え
る
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
期
待
は
よ
り
一
層
強

ま
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

私
も
栗
原
市
瀬
峰
地
区
社
協
支
部
委
員
・
下
田
地

区
社
協
会
長
と
し
て
、
地
域
の
民
生
委
員
や
役
員
さ

ん
方
の
協
力
を
得
な
が
ら
地
域
福
祉
を
支
え
て
、
８

年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
６
月
14
日
発
生
の
岩
手
・
宮
城
内
陸
地

震
、
平
成
23
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
、
今
年

９
月
11
日
深
夜
か
ら
12
日
早
朝
に
か
け
て
の
豪
雨
災

害
と
３
大
災
害
を
体
験
す
る
中
で
、
防
災
マ
ッ
プ
の

必
要
性
を
痛
感
し
、
地
域
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

の
方
や
弱
者
の
子
供
た
ち
を
災
害
か
ら
ど
う
守
っ
て

い
く
べ
き
か
が
最
大
の
課
題
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

社
協
の
理
念
で
あ
る｢

共
に
支
え
、
共
に
助
け
合
い
、

共
に
生
き
る
地
域
の
創
造｣

を
目
指
し
て
こ
れ
か
ら

も
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　８月25日(火)、築館高齢者福祉センターを会場に全体

研修会を開催しました。前期は９行政区に防災まっぷ作

成に取り組んで頂き、後期は６行政区が作成を予定して

います。

　今回の全体研修会には、ウェザーハート災害福祉事務

所 代表の千
ち

川
が

原
は ら

公
き み ひ こ

彦氏を講師に招き、10月～11月下旬ま

でに作成を行う６行政区18名の方々に参加頂きました。

　研修会では、防災まっぷの必要性についての講話や仮

想まっぷを使って災害時の対応を皆で意見を出し合いな

がら考えるワークショップを行うなど、真剣に取り組ん

でいました。

防災まっぷ作成事業

高齢社会で高まる｢社協への期待｣

瀬
峰
下
田
地
区

社
会
福
祉
協
議
会
会
長

　
　
後
　
藤
　
哲
　
弘

講師　千川原 公彦 氏 全体研修会の様子

後期実施行政区

・築　館　根岸行政区

・栗　駒　清水田行政区

・一　迫　高橋下行政区

・一　迫　姫松南沢行政区

・金　成　大原木行政区

・志波姫　北行政区

後期全体研修会 開催！

千　種　正　幸　様（築館） 2,179円

◆ 寄　附　金（８月１１日から１０月１０日までの受付順）

◆ 寄贈物品（皆さんに喜んでいただけるような活用をさせていただきます）

千　種　正　幸　様（築館） 1,954円

伊　藤　ミキ子　様（築館） 風 景 画

佐々木　雪　子　様（金成） ポーチセット

匿　　　　　名　様（若柳） 湯 の み

㈱大塚製薬工場
ＯＳ－１事業部   　様（仙台市）

清 涼 飲 料 水

鈴木工業
鈴　木　繁　行   　様（若柳）

綿菓子製造機

湯浅町社会福祉協議会   　様
（和歌山県湯浅町）

缶 ジ ュ ー ス

明治安田生命 登米営業所   　様
　　　　　　　　　（登米市）

タ オ ル

草　刈　昭　夫　様（志波姫） 新 米

千　葉　　　稔　様（瀬峰） 昔の遊び道具一式

ヘアーステーションギャザー
仲　　　　　間　様（大阪市）

タ オ ル

佐　藤　由宇子　様（京都市） タ オ ル

「地域の社会福祉のために役立てて下さい」と心温まるご寄附、ご寄贈いただきました。

　平成１７年４月１日、栗原地域１０町村
の社会福祉協議会が合併し、｢社会福祉法人
栗原市社会福祉協議会｣が誕生し１０周年を
迎えました。
　本大会は、関係者が一堂に会し、連携協
働しながら｢地域の福祉力｣を高めていくた
め開催するものです。
　あわせて、永年にわたり栗原市の社会福
祉の発展にご尽力いただいた方々を表彰し、
感謝の意を表すものです

■日時　平成２７年１２月１９日（土）
　　 午後１時　開会
■会場　栗原文化会館 大ホール
■内容　

◦表彰　福祉功労関係者
　　　　福祉活動に関する標語・ポスター・書道
◦講演
◦展示　福祉活動に関する標語・ポスター・書道

社会福祉法人 栗原市社会福祉協議会
合併１０周年記念事業・式典

第３回社会福祉大会

問い合せ先：栗原市共同募金委員会　
　　　　　　電話：２３-８０８７
※栗原市社会福祉協議会各支所でも取り扱いしています

被災地の子どもたちに遊具を贈ろう！！

むすび丸ピンバッチ募金

　震災により、沿岸地

域では子どもたちの遊

びの場が減少しました。

　「子どもたちが安心・安全に遊べる場所

がほしい」という子どもたちと地域の声に

応え、被災地の子どもたちに「笑顔」と「元

気な声」を届けようと「むすび丸」とコラボ

して、ピンバッチを制作しました。被災地

での遊び場（遊具）整備に活用します。

応援価格 ５００円

第３弾！！

栗原市みみサポサロンのご案内

○ 問い合わせ先 ○　宮城県聴覚障害者福祉センター(みみサポみやぎ)
　　　　　　　　　電話：０２２（３９３）５５０１　ＦＡＸ：０２２（３９３）５５０２

◇１０：３０～１２：００　｢松ぼっくりを作ろう｣
　クリスマス気分を盛り上げる、かわいい「松ぼっくり

ツリー」を作りませんか。

◇１３：００～１４：３０　
　｢参加者交流サロン、個別相談コーナー｣

　ちょっと一息、気軽におしゃべりをしませんか。

個別の相談にも応じます。

２回目 日時：平成２７年１１月２６日(木)　会場：栗原市若柳総合支所 ２０１会議室
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福祉のひろば福祉のひろば
このコーナーでは、福祉教育の
取り組みをお伝えします。
このコーナーでは、福祉教育の
取り組みをお伝えします。

防災・減災運動会

高清水小学校

　９月１１日大雨被害を受けられた方々には、心よ
りお見舞い申し上げます。
　被害の現場を訪問させていただき、各地域で自助・
共助活動で対応しており、日頃からの支え合い助け合
い活動の中で地域がつながっていると感じました。
　平成２０年、２３年の大地震、そして今回の水害と、
３度の災害を体験し、いつ起こるかわからない災害
時に備え、今後より一層地区社協の充実に努めて行
きたいと思いました。　　　　　  　　　 ( 細川 )

平
成
27
年
11
月
１
日
発
行

栗
原
市
社
協
だ
よ
り

第
63
号
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バーコードリーダーで読み取り。モバイルサイトにアクセス！

➜

モバイル版はこちら！！
http://kurihara-sfk.jp/ホームページアドレス

社協本所・支所電話番号

本所・総務課　☎23-8070（代表)

本所・地域福祉課　☎23-8087（直通)

本所・介護保険課　☎21-2141（直通)

築館支所　☎23-8087
若柳支所　☎32-3083
栗駒支所　☎45-2150

高清水支所　☎58-3637
一迫支所　☎52-4433
瀬峰支所　☎59-2322
鶯沢支所　☎55-2834
金成支所　☎42-1248
志波姫支所　☎22-2713
花山支所　☎56-2028

　みんなから人気の楽しい音楽にのせて、好きな場所で好

きなように踊りながら(ディスコのようなイメージ)楽しみ

ませんか？障がいのある方々・ご家族・栗原市民の方々ど

なたでも参加でき、メイク・衣装・ドリンクコーナー等も

用意しております。互いに知り合うことで、支え合えるき

っかけ作りを目的とする。たくさんの方々のご来場をお待

ちしております。

［日　時］　平成２７年１１月２５日（水）
　　　　１１：３０　開場・受付、昼食　１３：００　開会、ダンススタート！　１４：３０　閉会予定

［会　場］　栗原市若柳総合文化センター ドリーム・パル（栗原市若柳字川北古川83番地）

［参加費］　３００円 （昼食一部負担金となります）

申し込み 問い合わせ先…

♪ＴＥＬ ２３－８０８７
栗原市社会福祉協議会 地域福祉課
担当　佐藤(一)・佐々木(佳)まで

♪

♪「みんな集おうダンス交流会」♪

　高清水小学校の５年生が学年ＰＴＡ行事で「防災・減

災運動会」を行いました。社会福祉協議会と東北福祉大

学の協力のもと、東日本大震災の経験から「防災・減災」

についての知識を、運動やゲームを通して楽しく学びま

した。

　始めに、狭い空間に長時間同じ体勢で居ることによっ

て起こる「エコノミークラス症候群」を改善する「さんあ

い体操」を行いました。手足のちょっとした動きだけで

も血液の流れが改善されることが分かりました。

　次に「防災・減災〇×クイズ」を行いました。一日に人

間一人が使う水の量や、火災の際の具体的な行動につい

て改めて知ることが多かったです。

　最後は、参加した児童と保護者とがペアになった「災

害時借り物競走」です。児童が紙に書いてある指令をも

とに、災害時に必要な物を

避難バッグに詰めて、視覚

障害者の手を引いてゴール

を目指すものです。視覚障

害者の方のサポートを念頭

にしたものでしたが、児童

も保護者もアイマスクを付

けての走りは難しかったそ

うです。とても白熱した競

争でした。

　この活動を通して、児童から「今後起こるかもしれな

い災害のときに役立てたい。」という意見や、保護者から

「日常では何気ないことでも、災害時はパニックになっ

てできなかったことが多かったので、今日学んだことを

活かしたい。」と意見が多く出ました。

　震災を風化させないためにも、とても有意義な行事で

した。また、「防災・減災」について、親子で考えること

ができました。




